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「
西
野
曠
野
の
墓
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

与
野
○
四

曠
野
西
澤
翁
之
墓

―

樺
嶋
石
梁

―

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
八
二
三
・
文
政
六

本
町
東

長
伝
寺

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
江
戸
時
代
、
与
野
の
名
主
で
あ
っ
た
西
澤
曠
野
の
墓
碑
で
あ
る
。
与
野
市
（
現
さ
い
た
ま

市
）
文
化
財
指
定
。

○
写
真
１

墓
碑
正
面

○
写
真
２

「
篆
題
」
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○
写
真
３

「
碑
記
」
部
分

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

◎
題
額

曠
野
西
澤
翁
之
墓
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（
背
面
）

◎
碑
記

西
澤
翁
名
周
字
子
邦
号
曠
野
又
號
夢
澤
自
稱
愚
公
俗
稱
萬
二
後
改
義
右
衛
門
武
州
足
立
郡
與

野
里
人
好
學
師
事
我
平
洲
紀
先
生
余
與
翁
相
知
數
十
年
頗
悉
其
爲
人
容
貌
温
敦
辭
氣
和
平
毎

相
對
使
人
如

春
風
中
是
翁
之
稟
乎
性
也
事
親
至
厚
其
執
喪
也
國
制
之
外
衷
蘓
三
年
毎
春
秋

有
事
必
悲
泣
如
在
初
喪
以
終
其
身
是
翁
之
孝
乎
親
也
鄰
里
有
急
必
赴
救
之
又
豫
多
畜
故
衣
良

藥
以
與
貧
人
之
凍
者
疾
者
歳
以
為
常
甞
有
兄
弟
争
財
相
鬩
者
多
年
不
解
翁
爲
諭
之
且
懷
金
二

十
兩
貽
之
兄
弟
乃
和
天
明
中
東
州
大
饑
翁
夜
竊
携
米
往
救
飢
人
將
死
者
無
數
是
翁
之
善
乎
郷

黨
也
奥
人
佐
藤
恆
助
下
帷
東
都
與
翁
相
善
恆
助
無
妻
子
及
其
老
且
病
往
依
翁
翁
愛
養
幾
年
其

死
也
喪
祭
盡
禮
余
之
遊
毛
常
也
途
投
于
翁
時
恆
助
尚
存
為
余
泣
誦
翁
之
義
是
翁
之
信
乎
友
也

郷
俗
初
不
甚
好
讀
書
後
有
尚
學
信
道
者
稍
々
而
出
焉
余
之
從
紀
先
生
遊
尾
也
土
豪
若
干
人
途

要
先
生
于
大
宮
驛
盛
服
拜
趨
饗
獻
極
美
其
敬
先
生
如
神
盖
翁
唱
之
也
是
翁
之
深
乎
學
也
固
持

隱
操
富
貴
利
逹
之
事
絶
不
措
于
意
家
初
頗
冨
及
其
累
罹
災
世
産
不
振
而
毫
無
憂
色
日
與
子
弟

讀
書
講
業
暇
則
飲
酒
賦
詩
欣
然
自
樂
時
々
乃
笑
曰
陶
淵
明
何
人
也
是
翁
之
高
乎
志
乎
徳
也
於

戲
翁
之
爲
人
如
此
其
可
不
謂
之
君
子
哉
文
政
四
年
九
月
二
十
五
日
疾
歿
享
年
七
十
有
九
郷
人

毎
月
忌
日
輙
集
其
家
必
誦
孝
經
一
巻
以
代
唱
佛
名
奉
遺
命
也
翁
娶
山
口
氏
生
四
男
長
謙
字
子

光
嗣
家
亦
好
學
與
余
善
次
順
次
玉
玉
先
喪
次
常
字
子
典
從
余
學
後
為
醫
冒
昆
氏
五
女
長
適
于

由
井
氏
次
于
白
石
氏
次
于
豐
浦
氏
次
于
保
坂
氏
次
于
深
谷
氏
有
孫
四
十
餘
人
余
作
此
文
不
堪

感
傷
賦
一
絶
曰
澤
翁
高
雅
徳
超
倫
四
十
年
来
我
甚
親
何
圖
遙
向
墳
頭
石
題
罷
碑
文
獨
濕
巾
久

留
米
石
梁
樺
島
公
禮
識
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（
右
側
面
）

文
政
六
年
秋
九
月
建
碑
貞
樹
山
長
傳
寺
吾
□
先
君

曠
野
翁
之
墓

男
西
澤
謙
謹
誌

＊
異
体
字
な
ど

○

坐
。

○
甞

嘗
。

○
盖

蓋
。

■
訳
注

◎
碑
記

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

西
澤
翁
、
名
周
、
字
子
邦
、
號
曠
野
、
又
號
夢
澤
、
自
稱
愚
公
、
俗
稱
萬
二
、
後
改
義
右
衛
門
。

武
州
足
立
郡
與
野
里
人
。

好
學
、
師
事
我
平
洲
紀
先
生
。

余
與
翁
相
知
數
十
年
、
頗
悉
其
爲
人
。

容
貌
温
敦
、
辭
氣
和
平
。
毎
相
對
、
使
人
如
坐
春
風
中
。

是
翁
之
稟
乎
性
也
。

事
親
至
厚
、
其
執
喪
也
、
國
制
之
外
、
衷
蘓
三
年
。

毎
春
秋
有
事
、
必
悲
泣
如
在
初
喪
。
以
終
其
身
。

是
翁
之
孝
乎
親
也
。

鄰
里
有
急
、
必
赴
救
之
。

又
豫
多
畜
故
衣
良
藥
、
以
與
貧
人
之
凍
者
疾
者
。
歳
以
爲
常
。

嘗
有
兄
弟
爭
財
相
鬩
者
、
多
年
不
解
。

翁
爲
諭
之
、
且
懷
金
二
十
兩
、
貽
之
。

兄
弟
乃
和
。

天
明
中
、
東
州
大
饑
。

翁
夜
竊
携
米
往
、
救
飢
人
將
死
者
、
無
數
。

是
翁
之
善
乎
郷
黨
也
。

奥
人
佐
藤
恆
助
、
下
帷
東
都
、
與
翁
相
善
。

恆
助
無
妻
子
。
及
其
老
且
病
、
往
依
翁
。

翁
愛
養
幾
年
。
其
死
也
、
喪
祭
盡
禮
。

余
之
遊
毛
常
也
、
途
投
于
翁
。

時
恆
助
尚
存
。
爲
余
泣
誦
翁
之
義
。

是
翁
之
信
乎
友
也
。

郷
俗
初
不
甚
好
讀
書
。
後
有
尚
學
信
道
者
、
稍
々
而
出
焉
。

余
之
從
紀
先
生
、
遊
尾
也
、
土
豪
若
干
人
、
途
要
先
生
于
大
宮
驛
。

盛
服
拜
趨
、
饗
獻
極
美
。

其
敬
先
生
如
神
。
蓋
翁
唱
之
也
。

是
翁
之
深
乎
學
也
。

固
持
隱
操
、
富
貴
利
逹
之
事
、
絶
不
措
于
意
。
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家
初
頗
冨
、
及
其
累
罹
災
、
世
産
不
振
。
而
毫
無
憂
色
。

日
與
子
弟
、
讀
書
講
業
。

暇
則
飲
酒
賦
詩
、
欣
然
自
樂
。

時
々
乃
笑
曰
、「
陶
淵
明
何
人
也
」。

是
翁
之
高
乎
志
乎
徳
也
。

於
戲
、
翁
之
爲
人
、
如
此
。

其
可
不
謂
之
君
子
哉
。

文
政
四
年
九
月
二
十
五
日
、
疾
、
歿
。

享
年
七
十
有
九
。

郷
人
毎
月
忌
日
、
輙
集
其
家
、
必
誦
孝
經
一
巻
、
以
代
唱
佛
名
。

奉
遺
命
也
。

翁
娶
山
口
氏
、
生
四
男
。

長
謙
字
子
光
、
嗣
家
。
亦
好
學
、
與
余
善
。

次
順
、
次
玉
。
玉
先
喪
。

次
常
、
字
子
典
。
從
余
學
、
後
為
醫
、
冒
昆
氏
。

五
女
。
長
適
于
由
井
氏
、
次
于
白
石
氏
、
次
于
豐
浦
氏
、
次
于
保
坂
氏
、
次
于
深
谷
氏
。

有
孫
四
十
餘
人
。

余
作
此
文
、
不
堪
感
傷
、
賦
一
絶
。

曰
、

澤
翁
高
雅
徳
超
倫
、
四
十
年
來
我
甚
親
。

何
圖
遙
向
墳
頭
石
、
題
罷
碑
文
獨
濕
巾
。

久
留
米
石
梁
樺
島
公
禮
識
。

◎
建
碑
の
経
緯

文
政
六
年
秋
九
月
、
建
碑
貞
樹
山
長
傳
寺
。

吾
先
君
曠
野
翁
之
墓
。

男
西
澤
謙
、
謹
誌
。

●
訓
訳

◎
碑
記

西
澤
翁
、
名
は
周
、
字
は
子
邦
、
号
は
曠
野
。
又
た
夢
澤
と
號
し
、
自
ら
愚
公
と
稱
す
。
俗
稱
は
萬
二
、

後
ち
義
右
衛
門
と
改
む
。

武
州
足
立
郡
與
野
里
の
人
な
り
。

學
を
好
み
、
我
が
平
洲
紀
先
生
に
師
事
す
。

余

翁
と
相
ひ
知
る
こ
と
數
十
年
、
頗
る
其
の
人
と
な
り
を
悉
く
す
。

つ

容
貌
は
温
敦
に
し
て
、
辭
氣
は
和
平
な
り
。

相
ひ
對
す
る
毎
に
、
人
を
し
て
春
風
の
中
に
坐
す
が
如
く
せ
し
む
。

是
れ
翁
の
性
に
稟
く
る
な
り
。

う

親
に
事
ふ
る
こ
と
至
厚
な
り
。
其
の
喪
を
執
る
や
、
國
制
の
外
に
、
蘓
を
衷
す
る
こ
と
三
年
な
り
。

春
秋
の
有
事
毎
に
、
必
ず
悲
泣
す
る
こ
と
初
喪
に
在
る
が
ご
と
し
。
以
て
其
の
身
を
終
ふ
。

是
れ
翁
の
親
に
孝
た
る
な
り
。
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鄰
里
に
急
有
れ
ば
、
必
ず
赴
き
て
之
を
救
ふ
。

又
た
豫
め
多
く
故
衣
良
藥
を
畜
へ
、
以
て
貧
人
の
凍
者
疾
者
に
與
ふ
。
歳
以
て
常
と
爲
す
。

嘗
て
兄
弟
の
財
を
爭
ひ
て
相
ひ
鬩
ぐ
者
有
り
、
多
年
解
け
ず
。

せ
め

翁
爲
め
に
之
を
諭
し
、
且
つ
金
二
十
兩
を
懷
に
し
て
、
之
に
貽
る
。

お
く

兄
弟
乃
ち
和
す
。

天
明
中
、
東
州
大
い
に
饑
う
。

翁
夜
竊
に
米
を
携
へ
て
往
き
、
飢
人
の
將
に
死
せ
ん
と
す
る
者
を
救
ふ
こ
と
、
無
數
な
り
。

是
れ
翁
の
郷
黨
に
善
な
る
な
り
。

奥
人
佐
藤
恆
助
、
帷
を
東
都
に
下
す
、
翁
と
相
ひ
善
し
。

恆
助

妻
子
無
し
。
其
の
老
い
且
つ
病
む
に
及
び
、
往
き
て
翁
に
依
る
。

翁

愛
養
す
る
こ
と
幾
年
な
り
。

其
の
死
す
る
や
、
喪
祭

禮
を
盡
く
す
。

余
の
毛
常
に
遊
ぶ
や
、
途
に
翁
に
投
ず
。

時
に
恆
助
尚
ほ
存
す
。
余
の
爲
め
に
泣
き
て
翁
の
義
を
誦
す
。

是
れ
翁
の
友
に
信
な
る
な
り
。

郷
俗
初
め
は
甚
し
く
は
讀
書
を
好
ま
ず
。

後
ち
學
を
尚
び
て
道
を
信
ず
る
者
、
稍
々
と
し
て
出
づ
る
有
り
。

余
の
紀
先
生
に
從
ひ
て
、
尾
に
遊
ぶ
や
、
土
豪
若
干
人
、
途
に
先
生
を
大
宮
驛
に
要
ふ
。

む
か

盛
服
拜
趨
、
饗
獻
美
を
極
む
。

其
の
先
生
を
敬
す
る
こ
と
神
の
ご
と
し
。
蓋
し
翁

之
を
唱
ふ
る
な
り
。

是
れ
翁
の
學
に
深
き
な
り

隱
操
を
固
持
し
、
富
貴
利
逹
の
事
は
、
絶
え
て
意
に
措
か
ず
。

家
初
め
頗
る
冨
む
も
、
其
の
禍
に
罹
る
を
累
ぬ
る
に
及
び
、
世
産
振
は
ず
。
而
し
て
毫
も
憂
色
無
し
。

日
に
子
弟
と
、
讀
書
講
業
す
。

暇
あ
れ
ば
則
ち
酒
を
飲
み
詩
を
賦
し
、
欣
然
と
し
て
自
ら
樂
し
む
。

時
々
乃
ち
笑
ひ
て
曰
く
、「
陶
淵
明

何
人
ぞ
や
」
と
。

是
れ
翁
の
志
と
徳
に
高
き
な
り
。

於
戲
、
翁
の
人
と
な
り
、
此
く
の
ご
と
し
。

あ

あ

其
れ
之
を
君
子
と
謂
は
ざ
る
べ
け
ん
や
。

文
政
四
年
九
月
二
十
五
日
、
疾
み
、
歿
す
。

享
年
七
十
有
九
な
り
。

郷
人

月
の
忌
日
毎
に
、
輙
ち
其
の
家
に
集
り
、
必
ず
孝
經
一
巻
を
誦
し
、
以
て
佛
名
を
唱
ふ
る
に
代
ふ
。

遺
命
を
奉
ず
る
な
り
。

翁

山
口
氏
を
娶
る
、
四
男
を
生
む
。

長
謙
、
字
は
子
光
、
家
を
嗣
ぐ
。
亦
た
學
を
好
み
、
余
と
善
し
。

次
順
、
次
玉
。
玉
は
先
に
喪
す
。

う

次
常
、
字
は
子
典
。
余
に
從
ひ
て
學
び
、
後
に
醫
と
な
り
、
昆
氏
を
冒
す
。

を
か

五
女
あ
り
。
長
は
由
井
氏
に
適
き
、
次
は
白
石
氏
に
、
次
は
豐
浦
氏
に
、
次
は
保
坂
氏
に
、
次
は
深
谷
氏

ゆ

に
（
適
く
）。

孫
四
十
餘
人
有
り
。

余

此
の
文
を
作
る
に
、
感
傷
に
堪
へ
ず
、
一
絶
を
賦
す
。
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曰
く
、

澤
翁
は
高
雅
に
し
て
、
徳
は
倫
を
超
ゆ
、

四
十
年
來
、
我
れ
甚
だ
親
し
む
。

何
ぞ
圖
ら
ん
、
遙
か
に
墳
頭
石
に
向
か
ひ
て
、

碑
文
を
題
し
罷
は
り
て
、
獨
り
巾
を

濕

さ
ん
と
は
。

を

う
る
ほ

久
留
米
石
梁
樺
島
公
禮
識
す
。

◎
建
碑
の
経
緯

文
政
六
年
秋
九
月
、
碑
を
貞
樹
山
長
傳
寺
に
建
つ
。

吾
が
先
君
曠
野
の
墓
な
り
。

男
西
澤
謙
、
謹
し
み
て
誌
す
。

●
人
物

○
西
澤
曠
野
翁

寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
か
ら
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
。
諱
は
周
、
字
は
子
邦
、
通

称
万
次
、
西
澤
家
当
主
と
し
て
の
通
称
儀
右
衛
門
。
折
衷
学
派
の
細
井
平
洲
に
学
ん
だ
が
、
郷
里
の
与
野

に
帰
り
、
名
主
と
し
て
の
務
め
を
果
た
す
傍
ら
、
地
域
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
「
孝
経
」
の
講
読
な
ど

を
通
し
て
郷
人
を
感
化
し
た
。
ま
た
天
明
の
飢
饉
で
は
資
材
を
な
げ
う
っ
て
救
済
に
あ
た
る
な
ど
、
地
域

振
興
に
も
つ
と
め
た
。
与
野
の
俳
人
鈴
木
荘
丹
（
一
七
三
二
～
一
八
一
五
）
や
久
下
戸
村
（
現
川
越
市
）

の
儒
者
奥
貫
友
山
（
一
七
○
八
～
一
七
八
七
）
な
ど
と
も
交
遊
が
あ
っ
た
。
芳
野
金
陵
に
「
西
澤
愚
公
傳
」

が
あ
る
（
「
金
陵
遺
稿
」
所
収
）
。

○
山
口
氏

西
澤
曠
野
の
夫
人
。
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
か
ら
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
。
墓
は
長
伝

寺
の
西
澤
家
墓
域
に
あ
り
、
樺
嶋
孝
継
の
墓
碑
銘
が
彫
ら
れ
て
い
る
（
「
与
野
○
五
」
）。

○
長
謙

西
澤
謙
。
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
か
ら
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
。
字
は
子
光
、
号
は
蘭
陵
、

西
澤
家
当
主
と
し
て
の
通
称
儀
右
衛
門
。
曠
野
の
長
男
。
父
同
様
、
細
井
平
洲
に
師
事
し
た
。
特
に
詩
に

勝
れ
て
い
た
と
い
う
。
墓
は
長
伝
寺
の
西
澤
家
墓
域
に
あ
る
（
墓
碑
「
与
野
○
六
」
）。

○
次
常

西
澤
常
。
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
か
ら
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
。
字
は
子
典
、
号
は
淵
斎
。

昆
氏
の
養
子
と
な
り
、
昆
家
と
し
て
の
通
称
泰
仲
。
細
井
平
洲
、
樺
嶋
石
梁
に
学
ん
だ
が
、
の
ち
医
術
に

転
じ
た
。
芳
野
金
陵
に
「
昆
子
典
墓
碣
銘
」（
「
金
陵
遺
稿
」
巻
六
）
が
あ
る
。

○
細
井
平
洲

享
保
十
三
（
一
七
二
八
）
年
か
ら
享
和
元
（
一
八
○
一
）
年
。
本
姓
は
紀
氏
。
号
は
平
洲

ま
た
は
如
来
山
人
、
諱
は
徳
民
、
通
称
は
甚
三
郎
。
字
は
世
馨
。
尾
張
国
知
多
郡
平
島
村
（
現
愛
知
県
東

海
市
）
出
身
。
朱
子
学
等
一
学
派
の
教
え
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
様
々
な
学
派
学
説
の
長
所
を
取
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
折
衷
学
」
の
立
場
で
あ
っ
た
。
米
沢
藩
や
尾
張
藩
に
招
か
れ
て
侍
講
や
藩
校
の
学
長
を
務
め

た
り
し
た
。
米
沢
藩
の
上
杉
鷹
山
か
ら
の
信
任
を
受
け
、
米
沢
市
の
松
岬
神
社
に
、
上
杉
鷹
山
と
共
に
祀

ら
れ
て
い
る
。

○
樺
島
石
梁

宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
か
ら
文
政
十
（
一
八
二
八
）
年
。
石
梁
は
号
で
、
通
称
は
勇
七
、

諱
は
公
礼
、
字
は
世
儀
。
久
留
米
藩
出
身
で
、
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
、
細
井
平
洲
の
門
に
入
る
。
以

後
平
洲
の
私
塾
「
嚶
鳴
館
」
で
学
び
、
塾
長
に
ま
で
な
っ
た
。
久
留
米
藩
に
戻
る
と
、
藩
政
の
刷
新
に
つ

と
め
る
ほ
か
、
久
留
米
藩
藩
校
明
善
堂
の
設
立
に
あ
た
り
、
そ
の
校
長
と
な
っ
た
。
墓
所
は
久
留
米
市
寺

町
の
真
教
寺
に
あ
る
。
本
墓
碑
銘
を
書
い
た
の
は
、
六
十
八
歳
の
と
き
。
彼
の
文
集
で
あ
る
「
石
梁
遺
文
」

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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●
注

○
曠
野

こ
の
号
に
つ
い
て
、
渡
辺
刀
水
「
西
澤
曠
野
と
其
子
孫
」
（
以
下
「
渡
辺
」
）
は
「
多
分
武
蔵

野
の
曠
野
と
、
職
業
の
染
色
業
と
を
洒
落
て
字
を
宛
て
た
も
の
と
思
ひ
ま
す
」
と
い
う
。

あ
ら
の

か

う

や

○
俗
稱
萬
二

「
渡
辺
」
は
、
曠
野
の
書
簡
類
に
は
「
萬
次
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

○
後
改
義
右
衛
門

「
渡
辺
」
は
、
西
澤
家
当
主
の
通
り
名
は
「
儀
右
衛
門
」
で
あ
る
と
い
う
。

○
武
州

武
蔵
国
。

○
我
平
洲
紀
先
生

我
は
碑
文
の
撰
者
樺
島
の
こ
と
。
平
洲
紀
先
生
は
、
細
井
平
洲
。

○
悉

知
り
尽
く
す
。

○
温
敦

熟
語
は
な
い
が
、
敦
で
、
素
朴
で
誠
実
な
さ
ま
、
飾
ら
ず
温
厚
な
さ
ま
。

○
辭
氣

は
な
し
ぶ
り
。

○
和
平

や
わ
ら
い
で
お
だ
や
か
な
こ
と
。
「
礼
記
」
楽
記
に
「
故
樂
行
而
倫
清
、
耳
目
聰
明
、
血
氣
和

平
。
移
風
易
俗
、
天
下
皆
寧
（
そ
れ
ゆ
え
正
楽
が
行
わ
れ
る
と
人
倫
が
清
く
な
り
、
人
が
こ
れ
を
聞
け
ば

耳
目
は
聡
明
に
な
り
、
血
気
は
和
平
に
な
る
。
風
習
を
移
し
土
俗
を
変
え
て
悪
事
が
な
く
な
れ
ば
、
天
下

は
す
べ
て
安
泰
に
な
る
）」
と
あ
る
。

○
如
坐
春
風
中

宋
学
の
程
明
道
は
、
弟
の
程
伊
川
が
激
し
い
学
風
で
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、
温
和
で

人
を
教
化
す
る
人
と
な
り
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
朱
光
庭
と
い
う
人
が
初
め
て
程
明
道
の
門
に
入
り
、

教
え
を
受
け
た
時
期
を
振
り
返
っ
て
「
在
春
風
中
、
坐
了
一
箇
月
（
春
風
の
中
に
一
箇
月
座
っ
て
い
た
）
」

と
述
べ
た
と
い
う
（
「
近
思
録
」
）
。
穏
や
か
で
人
を
引
き
つ
け
る
明
道
の
人
格
を
た
と
え
て
春
風
と
言
っ

た
の
で
あ
る
。
九
州
大
学
の
楠
本
正
継
名
誉
教
授
が
主
宰
し
た
宋
明
思
想
の
研
究
用
図
書
は
「
坐
春
風
文

庫
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

○
執
喪

喪
（
死
者
を
悼
み
祭
る
儀
礼
）
を
執
り
行
う
こ
と
。

○
國
制

国
家
が
定
め
る
制
約
。
当
時
、
喪
に
つ
い
て
国
家
が
制
約
を
定
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

世
間
一
般
の
や
り
方
、
く
ら
い
の
意
味
で
は
な
い
か
。

○
衷
蘓
三
年

衷
は
、
上
着
の
下
に
着
る
こ
と
。
蘓
は
、
喪
服
の
一
種
。
胸
に
つ
け
る
小
片
で
、
三
年
の

喪
に
服
す
る
も
の
が
身
に
つ
け
る
。
三
年
の
喪
は
、
父
母
が
亡
く
な
っ
た
時
に
子
が
服
す
る
儒
式
の
喪
。

○
急

危
急
の
事
態
。

○
故
衣

古
着
。

○
歳
以
爲
常

毎
年
の
恒
例
。

○
鬩

仲
違
い
し
て
口
論
す
る
。

○
天
明
中
、
東
州
大
饑

天
明
年
間
（
一
七
八
一
～
八
九
）
の
冷
害
や
洪
水
、
一
七
八
三
年
の
浅
間
山
噴

火
と
そ
の
降
灰
な
ど
の
自
然
災
害
を
契
機
と
し
て
東
日
本
を
中
心
に
各
地
で
大
飢
饉
が
発
生
し
た
。
享
保

・
天
保
と
な
ら
ぶ
江
戸
時
代
の
三
大
飢
饉
。

○
奥

陸
奥
国
。

○
佐
藤
恆
助

不
詳
。

○
下
帷

「
帷
を
下
す
」
と
は
、
カ
ー
テ
ン
で
廻
り
を
囲
っ
て
学
習
環
境
を
作
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
入
門

し
て
学
問
を
す
る
こ
と
。
お
そ
ら
く
細
井
平
洲
の
「
嚶
鳴
館
」
で
あ
ろ
う
。

○
東
都

江
戸
。

○
愛
養

い
つ
く
し
み
養
う
。

○
幾
年

何
年
間
か
。

○
毛
常

両
毛
（
上
野
、
下
野
）
と
常
陸
。

○
途

途
次
、
途
中
。
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○
誦

説
く
。

○
義

渡
辺
は
「
義
侠
心
」
と
訳
す
。

○
讀
書

書
籍
を
読
み
学
問
を
す
る
こ
と
。

○
稍
々

少
し
づ
つ
、
だ
ん
だ
ん
と
。

○
尾

尾
張
。

○
土
豪

そ
の
土
地
で
勢
力
や
財
力
が
あ
る
も
の
。

○
盛
服

盛
装
。
美
し
く
き
ち
ん
と
着
飾
る
。

○
拜
趨

貴
人
の
左
右
に
は
べ
る
。

○
饗
獻

熟
語
は
無
い
が
、
客
人
を
も
て
な
し
酒
食
な
ど
を
進
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。

○
極
美

最
高
の
最
も
よ
い
も
の
。

○
隱
操

俗
世
間
か
ら
逃
れ
た
い
と
願
う
こ
こ
ろ
。

○
富
貴

財
産
や
地
位
。

○
利
逹

立
身
出
世
、
栄
達
。

○
措
于
意

措
意
は
、
気
に
と
め
る
、
気
に
か
け
る
。

○
世
産

熟
語
は
無
い
が
「
世
業
（
代
々
伝
わ
っ
て
き
た
事
業
）
」
に
同
じ
だ
ろ
う
。

○
毫

極
め
て
細
長
い
毛
。
ほ
と
ん
ど
、
全
く
無
い
こ
と
の
喩
。

○
講
業

学
業
を
講
じ
る
。

○
欣
然

う
れ
し
く
喜
ぶ
さ
ま
。

○
自
樂

自
然
に
楽
し
む
。
陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」
に
「
黃
髮
垂
髫
，
並
怡
然
自
樂
（
髪
が
黄
ば
ん
で
し

ま
っ
た
老
人
や
お
下
げ
髪
の
子
ど
も
ま
で
も
が
、
に
こ
に
こ
と
し
て
楽
し
げ
で
あ
る
）」
と
あ
る
。

○
陶
淵
明

四
～
五
世
紀
の
東
晋
の
詩
人
。
田
園
詩
人
と
呼
ば
れ
る
。
没
落
し
た
地
主
の
家
の
出
で
、
生

活
の
た
め
に
度
々
仕
官
し
た
が
、
つ
い
に
故
郷
の
江
西
九
江
潯
陽
に
隠
棲
し
た
。
以
後
、
田
園
生
活
を
送

り
、
自
然
・
酒
・
詩
を
愛
し
て
一
生
を
終
え
た
。「
帰
去
来
兮
辞
」「
帰
園
田
居
」「
飲
酒
」
等
が
あ
る
が
、

一
漁
夫
が
俗
世
間
か
ら
離
れ
た
平
和
な
別
天
地
を
訪
れ
る
「
桃
花
源
記
」
も
有
名
。

○
何
人

ど
ん
な
人
。
共
感
を
込
め
て
「
ど
ん
な
ひ
と
だ
っ
た
け
ね
」
と
言
っ
て
い
る
の
か
。

○
君
子

小
人
の
対
で
、
徳
の
高
い
立
派
な
人
。
儒
教
世
界
に
お
け
る
最
高
の
褒
め
言
葉
。
「
論
語
」
学

而
に
「
人
不
知
而
不
慍
、
不
亦
君
子
乎
（
人
が
自
分
の
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
な
く
と
も
気
に
か
け
な
い
、

い
か
に
も
君
子
だ
ね
）」
と
あ
る
。

○
文
政
四
年

西
暦
一
八
二
一
年
。

○
孝
經

儒
教
の
経
典
。
孔
子
と
弟
子
の
曾
子
と
の
問
答
体
で
孝
の
あ
り
方
を
説
い
た
も
の
。
「
身
体
髪

膚
こ
れ
を
父
母
に
受
く
。
あ
え
て
毀
傷
せ
ざ
る
は
孝
の
始
め
な
り
」
の
句
は
有
名
。
家
庭
道
徳
で
あ
っ
た

孝
を
、
政
治
思
想
の
レ
ベ
ル
に
高
め
て
大
系
化
し
た
も
の
で
、
総
文
字
数
二
千
字
程
度
と
比
較
的
短
い
中

に
思
想
内
容
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
儒
教
の
入
門
書
と
し
て
広
く
長
く
読
み

継
が
れ
て
き
た
。

○
唱
佛
名

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
唱
え
る
な
ど
、
仏
教
の
法
要
の
際
に
お
経
や
仏
の
御
名
を
唱
え
る
こ

と
。

○
冒
昆
氏

冒
は
他
の
姓
を
名
乗
る
こ
と
。
「
渡
辺
」
に
は
、
幕
臣
の
昆
氏
の
養
子
と
な
っ
た
と
あ
る
。

○
澤
翁

別
号
の
夢
澤
を
、
翁
と
併
せ
て
二
字
句
に
す
る
た
め
に
略
し
た
。

○
高
雅

気
高
く
正
し
い
。

○
超
倫

絶
倫
。
倫
は
、
同
類
、
仲
間
。
同
類
の
も
の
か
ら
抜
き
ん
出
て
い
て
、
比
べ
る
も
の
が
な
い
ほ

ど
勝
れ
た
さ
ま
。
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○
圖

考
え
る
、
推
測
す
る
。

○
遙

石
梁
は
墓
石
の
す
ぐ
前
で
墓
碑
銘
を
作
り
、
詩
を
賦
し
て
い
る
。
し
か
し
、
曠
野
と
石
梁
は
、
あ

の
世
と
こ
の
世
と
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
距
離
感
を
「
遙
」
の
語
で
表
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

○
墳
頭
石

墳
頭
は
、
盛
り
土
し
た
墓
の
隆
起
し
た
部
分
。
こ
こ
で
は
墳
頭
石
で
、
墓
石
の
こ
と
だ
ろ
う
。

◎
建
碑
の
経
緯

○
先
君

亡
父
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

◎
碑
記

【
翁
の
名
前
と
出
自
】

西
澤
翁
、
諱
は
周
、
字
は
子
邦
、
号
は
曠
野
。
又
た
夢
澤
と
も
号
し
、
自
ら
は
愚
公
と
称
し
た
。
俗
称

は
万
二
で
、
の
ち
に
当
主
を
継
い
で
義
右
衛
門
と
改
め
た
。

武
蔵
の
国
足
立
郡
与
野
の
里
の
人
で
あ
る
。

【
私
樺
嶋
石
梁
と
曠
野
】

翁
は
、
学
問
を
好
み
、
私
の
師
匠
で
も
あ
る
細
井
平
洲
先
生
に
師
事
し
た
。
（
そ
こ
で
私
も
翁
と
知
り

合
い
、
交
わ
り
が
始
ま
っ
た
）。

私
は
翁
と
知
り
合
っ
て
か
ら
数
十
年
に
な
り
、彼
の
ひ
と
と
な
り
は
知
り
尽
く
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

【
翁
の
ひ
と
と
な
り
、
人
間
性
】

容
貌
は
素
朴
で
誠
実
、
話
し
ぶ
り
も
や
わ
ら
い
で
穏
や
か
で
あ
る
。

彼
と
向
か
い
合
っ
て
過
ご
し
て
い
る
と
、
い
つ
も
、
ま
る
で
春
風
の
中
に
座
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
、

穏
や
か
な
心
安
ら
ぐ
気
持
ち
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
翁
が
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る
そ
の
人
間
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
翁
の
孝
行
ぶ
り
】

親
へ
の
孝
行
は
極
め
て
手
厚
い
も
の
が
あ
っ
た
。
親
の
た
め
に
葬
儀
を
執
り
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
通

常
の
や
り
方
を
超
え
て
、
三
年
の
喪
に
服
し
た
。

毎
年
、
春
秋
の
き
ま
っ
た
法
要
に
お
い
て
は
、
い
つ
も
、
初
め
て
の
葬
儀
の
と
き
の
よ
う
に
、
悲
し
み

泣
く
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
終
生
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
翁
の
親
へ
の
孝
の
心
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
翁
の
郷
党
へ
の
善
行
】

近
隣
に
緊
急
事
態
が
起
こ
れ
ば
、
必
ず
そ
れ
を
救
済
す
る
た
め
に
赴
い
た
。

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
、
古
着
や
良
薬
を
備
蓄
し
て
お
き
、
凍
え
た
り
、
病
気
に
な
っ
た
貧
し
い
人
び
と

が
で
れ
ば
そ
れ
を
施
し
た
。
こ
れ
は
毎
年
恒
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
、
財
産
を
め
ぐ
っ
て
争
い
、
仲
違
い
を
し
て
い
る
兄
弟
が
い
た
。
そ
の
い
さ
か
い
は
、
何
年
た

っ
て
も
解
決
し
な
か
っ
た
。

翁
は
仲
介
に
入
っ
て
二
人
を
教
え
諭
し
、
さ
ら
に
自
前
で
二
十
両
の
お
金
を
用
意
し
、
二
人
に
贈
っ
て

和
解
す
る
よ
う
す
す
め
た
。

す
る
と
こ
の
兄
弟
は
、
翁
に
感
じ
て
仲
直
り
を
し
、
諍
い
は
止
ん
だ
。

天
明
年
間
、
東
日
本
で
大
飢
饉
が
発
生
し
た
。

翁
は
毎
夜
、
こ
っ
そ
り
と
米
を
携
へ
て
往
き
、
い
ま
に
も
飢
え
死
に
し
そ
う
な
人
に
こ
れ
を
与
え
て
命
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を
救
っ
た
。
こ
の
救
済
措
置
は
、
数
え
切
れ
な
い
回
数
に
上
っ
た
。

こ
れ
は
翁
が
郷
党
に
善
意
を
抱
き
、
善
行
を
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。

【
翁
の
友
へ
の
誠
実
さ
】

陸
奥
の
国
の
人
で
、
佐
藤
恆
助
と
い
う
者
が
い
た
。

江
戸
へ
出
て
、
私
塾
に
入
門
し
、
学
問
に
つ
と
め
た
が
、
翁
と
親
し
か
っ
た
。

恆
助
に
は
妻
子
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
歳
を
取
っ
て
病
に
冒
さ
れ
る
と
、
与
野
へ
行
き
、
翁
を
頼
っ
た
。

翁
は
彼
を
何
年
も
い
つ
く
し
み
養
っ
た
。
恆
助
が
亡
く
な
る
と
、
翁
は
そ
の
葬
礼
を
、
礼
を
尽
く
し
て

挙
行
し
た
。

私
が
両
毛
（
上
野
・
下
野
）
と
常
陸
に
遊
歴
し
た
と
き
、
そ
の
途
次
、
与
野
の
翁
の
家
に
立
ち
寄
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
恆
助
は
ま
だ
存
命
で
、
翁
が
い
か
に
自
分
に
よ
く
し
て
く
れ
て
い
る
か
を
泣

き
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。

こ
れ
は
翁
の
友
人
に
対
す
る
誠
実
さ
の
表
れ
で
あ
る
。

【
翁
の
深
い
学
問
へ
の
傾
倒
と
重
視
】

与
野
の
郷
里
の
習
俗
と
し
て
、
初
め
は
あ
ま
り
学
問
を
好
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
翁
が
与
野
に
帰
っ
て
か
ら
、
学
問
を
学
び
、
道
徳
を
信
じ
て
実
行
す
る
も
の
が
、
だ
ん
だ
ん
と

出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
が
平
洲
先
生
に
扈
従
し
て
尾
張
に
遊
行
し
た
と
き
、
与
野
界
隈
の
有
力
者
た
ち
が
、
大
宮
駅
で
平
洲

先
生
を
出
迎
え
た
。

彼
等
は
盛
装
し
、
先
生
を
礼
拝
し
て
お
仕
え
し
、
最
高
の
も
て
な
し
を
し
て
く
れ
た
。

そ
し
て
、
平
洲
先
生
を
ま
る
で
神
様
の
よ
う
に
崇
拝
し
た
。

思
う
に
、
翁
が
こ
れ
を
主
唱
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
翁
が
と
て
も
学
問
に
重
き
を
置
い
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

【
翁
の
志
行
と
人
徳
の
高
さ
】

世
俗
か
ら
距
離
を
置
く
生
き
方
を
固
持
し
、
財
産
や
地
位
、
立
身
出
世
な
ど
の
事
柄
は
、
気
に
か
け
る

こ
と
す
ら
し
な
か
っ
た
。

そ
の
家
は
、
初
め
は
と
て
も
裕
福
で
あ
っ
た
が
、
火
災
に
何
度
も
罹
る
う
ち
に
、
家
業
が
振
る
わ
な
く

な
っ
た
。
し
か
し
、
翁
が
そ
の
こ
と
を
憂
え
た
り
心
配
す
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。

毎
日
子
弟
と
書
を
読
み
、
学
業
を
講
じ
た
。

そ
の
間
、
時
間
が
で
き
る
と
酒
を
飲
み
、
詩
を
作
っ
て
う
た
い
、
に
っ
こ
り
と
し
て
自
然
に
楽
し
ん
だ
。

時
折
、
笑
い
な
が
ら
「
陶
淵
明
っ
て
、
ど
ん
な
ひ
と
だ
っ
た
っ
け
ね
。
私
た
ち
の
よ
う
な
人
だ
ね
」
と

言
う
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
翁
の
志
行
と
人
徳
の
高
さ
の
表
れ
で
あ
る
。

【
君
子
と
し
て
の
翁
】

あ
あ
、
翁
の
人
と
な
り
は
、
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
、「
君
子
」
と
呼
び
う
る
人
格
で
あ
ろ
う
。

【
翁
の
逝
去
と
「
孝
経
」
の
誦
読
】

文
政
四
年
九
月
二
十
五
日
、
病
に
罹
り
、
逝
去
し
た
。
享
年
七
十
九
歳
で
あ
っ
た
。

村
人
た
ち
は
、
毎
月
の
命
日
毎
に
翁
の
家
に
集
い
、
「
孝
経
」
一
巻
を
誦
読
し
た
。
命
日
の
法
要
に
仏

名
を
唱
え
る
こ
と
に
代
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
翁
の
遺
命
を
守
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

【
翁
の
家
族
】

翁
の
妻
は
、
山
口
氏
で
あ
っ
た
。
四
人
の
男
子
を
生
ん
だ
。
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長
男
は
、
本
名
は
謙
、
字
は
子
光
と
い
い
、
家
を
嗣
い
だ
。
彼
も
父
親
同
様
学
問
を
好
み
、
私
と
も
友

善
で
あ
る
。

次
男
の
順
が
い
て
、
三
男
の
玉
が
い
た
が
、
玉
は
翁
に
先
立
っ
て
夭
逝
し
た
。

そ
の
次
の
四
男
は
、
本
名
は
常
、
字
は
子
典
と
い
っ
た
。
私
の
も
と
で
学
ん
だ
が
、
後
に
医
術
を
学
び

医
者
と
な
っ
た
。
昆
家
の
養
子
と
な
り
、
家
を
継
い
だ
。

女
子
は
五
人
い
た
。

長
女
は
由
井
氏
に
、
次
女
は
白
石
氏
に
、
三
女
は
豊
浦
氏
に
、
四
女
は
保
坂
氏
に
、
五
女
は
深
谷
氏
に
、

そ
れ
ぞ
れ
嫁
い
だ
。

孫
が
合
計
で
四
十
人
以
上
い
た
。

【
石
梁
の
賦
詩
】

私
は
、
こ
の
墓
碑
銘
を
書
い
て
い
る
う
ち
に
、
感
傷
に
堪
え
ら
れ
な
く
な
り
、
つ
い
に
絶
句
一
首
を
作

っ
た
。

そ
れ
は
以
下
の
通
り
。

夢
澤
翁
は
、
気
高
く
正
し
い
性
質
で
、
そ
の
人
徳
は
比
べ
る
も
の
が
な
い
ほ
ど
高
い
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
の
四
十
年
間
と
い
う
も
の
、
私
は
翁
と
と
て
も
親
し
く
し
て
き
た
。

そ
れ
が
、
ど
う
し
て
予
測
で
き
た
だ
ろ
う
か
、
遙
か
彼
方
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
翁
に
対
し
、

そ
の
墓
石
に
向
か
っ
て
墓
碑
銘
を
書
き
終
え
、
一
人
残
さ
れ
た
私
が
涙
を
流
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。

久
留
米
の
号
石
梁
、
樺
島
公
礼
が
記
す
。

◎
建
碑
の
経
緯

文
政
六
年
秋
九
月
、
石
碑
を
与
野
の
貞
樹
山
長
伝
寺
に
建
て
る
。

こ
れ
は
吾
が
亡
父
、
西
澤
曠
野
の
墓
で
あ
る
。

男
子
で
あ
る
西
澤
謙
が
、
謹
し
ん
で
こ
れ
を
記
す
。

三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
文
化
三
十
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
一
五
五

足
立
郡
之
二
十
一

●
與
野
領

◎
與
野
町
：
寺
院

○
長
傳
寺

「
淨
土
宗
、
江
戸
增
上
寺
末
、
貞
樹
山
觀
智
院
と
號
す
、
古
は
御
朱
印
地
な
り
し
が
、
後
故
あ
り
て
収
公

せ
ら
れ
し
と
云
、
開
山
は
普
光
觀
智
國
師
な
れ
ど
、
そ
れ
よ
り
以
前
草
創
あ
り
し
古
刹
を
中
興
せ
し
な
る

べ
し
と
云
、
本
尊
は
彌
陀
の
立
像
長
三
尺
許
、
作
は
定
朝
と
も
或
は
運
慶
と
も
云
、
内
佛
の
本
尊
は
三
尊

の
彌
陀
長
一
尺
三
寸
許
、
惠
心
の
作
な
り
、
又
愛
染
の
像
あ
り
、
長
五
寸
許
、
運
慶
の
作
な
り
、
佛
前
に

葵
御
紋
を
彫
た
る
木
地
の
香
爐
一
箇
あ
り
、
公
よ
り
御
寄
附
の
も
の
な
り
と
云
ふ
」

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）

巻
之
十

◎
與
野
町
：
仏
寺

○
長
伝
寺
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「
縱
四
十
八
間
横
四
十
六
間
面
積
六
百
二
十
四
坪
町
の
北
端
に
あ
り
淨
土
宗
東
京
芝
增
上
寺
の
末
派
た
り

（
以
下
「
風
土
記
稿
」
）」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
『
埼
玉
県
教
育
史
金
石
文
集
（
上
）
』（
一
九
六
八
）。

・
『
与
野
市
史

中
・
近
世
史
料
編
』（
一
九
八
三
）
。

・
「
石
梁
遺
書
」
巻
七
（
樺
嶋
石
梁
先
生
顕
彰
会
、
一
九
二
六
）
に
「
西
澤
子
邦
墓
碣
」
と
し
て
本
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
石
梁
遺
文
」
は
石
梁
の
著
述
を
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
全
八
巻
中
、
第
四
・
五
巻

が
文
集
、
第
七
・
八
巻
が
文
集
後
編
で
、
第
五
巻
に
「
墓
誌
碑
表
」
十
二
首
、
第
七
巻
に
「
墓
碣
」
五
首

が
選
ば
れ
て
い
る
。
「
西
澤
子
邦
墓
碣
」
は
第
七
巻
。
石
梁
が
墓
碑
の
類
い
は
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
る
は

ず
だ
が
、
そ
の
中
で
も
よ
い
も
の
を
選
ん
で
遺
文
に
収
録
し
て
い
る
。
そ
の
「
よ
い
も
の
」
に
曠
野
の
墓

碑
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
石
梁
と
曠
野
と
の
関
係
の
深
さ
、
石
梁
の
思
い
入
れ
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ

よ
う
。

②
論
文
な
ど

・
芳
野
金
陵
「
西
澤
愚
公
傳
」（
『
金
陵
遺
稿
』
巻
六
）。

・
高
瀬
代
次
郎
『
細
井
平
洲
の
生
涯
』
（
巌
松
堂
書
店
、
一
九
三
六
）
。
「
西
澤
愚
公
と
高
山
彦
九
郎
」
の

項
が
あ
り
、
西
澤
曠
野
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
す
が
、
元
ネ
タ
は
金
陵
の
「
西
澤
愚
公
傳
」
の
よ
う
で
あ
る
）

・
渡
邉
刀
水
「
西
澤
曠
野
と
其
子
孫
」『
埼
玉
史
談
』（
四
ノ
五
、
一
九
三
三
）
、『
渡
辺
刀
水
集
』
四
（
青

裳
堂
書
店
、
一
九
八
九
）
所
収
。

・
『
与
野
市
史

通
史
編

上
巻
』（
一
九
八
七
）。

③
関
連
碑
文

・
「
西
澤
曠
野
夫
人
の
墓
碑
（
「
与
野
○
五
」）

・
「
西
澤
蘭
陵
の
墓
碑
」（
「
与
野
○
六
」）

・
「
史
蹟
西
澤
曠
野
先
生
墓
所
碑
」（
「
与
野
○
七
」
）

以
上

二
○
二
四
年
三
月

薄
井
俊
二
訳
す


